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北海道地域の深部地盤構造モデルについて  

2004.3.22 

 

 北海道では、石油・天然ガスの調査を目的として、石油公団により多数

の基礎試錐や反射法地震探査が実施されている。基礎試錐は 4,000～ 5,000m

級のボーリングであり、VSP 検層や音波検層も行われている。これらのデ

ータから、北海道全域の深部地盤構造モデルを検討した。  

 

１．北海道地域の地質  

 図 1.1 に地形図、図 1.2 に地質平面図を示す。  

 北海道のテクトニクスは、東北日本弧と千島弧の衝突で特徴づけられる。

千島海溝での太平洋プレートの斜め沈み込みにより、千島弧が西進し、東

北日本弧と衝突することにより、日高山脈が隆起し、石狩低地、日高舟状

海盆、十勝平野、十勝海盆、根釧原野などの構造盆地が形成された。東北

日本弧の基盤岩類は南北方向の帯状配列、千島弧は東北東－西南西の帯状

配列をなす。  

 石狩低地～日高沖、白糠丘陵、根釧原野、十勝沖などの地域には、夾炭

層で石油・天然ガスの根源岩である古第三紀～後期白亜紀の堆積岩が厚く

分布している。これらは前弧堆積盆の堆積岩であり、付加体と比較して固

結の程度が弱い。Ｐ波速度は 4.0km/s 前後である。また、構造盆地や海盆

では、古第三紀～後期白亜紀の堆積岩を覆って新第三紀～第四紀の地層が

分布している。  

 表１に石油公団の基礎試錐・基礎物理探査における層序区分を示す。  

基盤岩類に相当する地質は、先後期白亜紀の隈根尻層群、花崗岩類、空

知層群、神居古潭帯、日高帯、中の川層群などである。函淵・蝦夷層群お

よび南長沼・紅葉山・幌内・石狩層群などは、夾炭層であり、それぞれ上

部白亜系、古第三系に区分した。根室層群は古第三紀～後期白亜紀の地層

であるが、付加体であり、基盤岩類に含めた。  

 前期中新世の訓縫層や定山渓層はグリーンタフであり、主に渡島半島～

胆振山地に分布している。  

 

２．文献の収集・整理  

 図 2.1～図 2.5 に文献位置を示す。  

物理探査の主要な文献として、1) 石油公団の基礎試錐・基礎物理探査（反

射法地震探査）、 2) 日高衝突帯の地殻構造探査（反射法および屈折法地震
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探査、 3）  微動アレイ探査、 4) 札幌市の地下構造探査、 5)  KiK-net およ

び K-NET がある。  

 石油公団の反射法地震探査は、時間断面を読み取り、VSP 検層結果から

速度値を設定し、深度断面に変換した。  

 地殻構造探査は地震基盤より深い構造を解明することを目的としている。

地質構造の検討では参照したが、堆積層の速度構造はデータとして使用し

なかった。  

 

３．モデルの作成方法  

 図３に深部地盤構造モデルの作成方法を示す。  

石油・天然ガス調査では、地質境界と反射面が詳細に対比され、地層ご

とにＰ波速度が求められている。地質区分と速度層区分はほぼ一致してい

る。基盤岩類、上部白亜系、古第三系、下部・中部・上部中新統、鮮新統、

第四系に区分し、地質構造モデルを作成し、これを速度値に置き換えるこ

とにより、速度構造モデルを作成した。  

 石油公団の基礎試錐や反射法地震探査結果などのデータだけでは、堆積

盆地の形状や堆積層の褶曲などの地質構造を表現できない。地質情報によ

りデータを補完して、モデルを検討した。  

基礎試錐は 4,000～ 5,000m 級のボーリングであるが、十勝平野や石狩低

地では、堆積層が厚く、基盤岩類に達しているのは「留萌」（ 4,675m）、「空

知」（ 3,687m）、「南幌」（ 4,217.5m）、「馬追」（ 4746m）だけである。基盤岩

の深さは地質学的に推定した。  

 日高山脈西部には、日高主衝上断層、日高西部断層群、夕張岳断層など

の衝上断層が発達しており、地質構造が複雑である。標高 -7,000～ -8,000m

付近まで上部白亜系の蝦夷層群が分布していると推定されている（伊藤，

2000 など）。しかし、岩崎・森谷（ 2002）などの地殻構造探査によると、

地震基盤に相当する速度層境界は、日高帯西縁から高角度で西側に傾斜し

ている。地震基盤に相当する速度層は日高帯西縁に向かって浅くなるもの

と推定した。  

 

４．速度層区分  

 図４に石油公団・基礎試錐による観測されたＰ波速度と速度層区分、表

２に速度層の物性値を示す。地質区分の第四系が速度層１、鮮新統が速度

層２、上部中新統が速度層３、中部中新統が速度層４、下部中新統～上部

白亜系が速度層５、基盤岩類が速度層６に相当する。  
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 下部中新統～上部白亜系はＰ波速度３～５ km/s であり、地層ごとに有意

な差は認められない。下部中新統～上部白亜系を１つの速度層とし、Ｐ波

速度を 4.0km/s とした。  

 基盤岩類はデータ数が少ないがＰ波速度は 5.5km/s 前後である。日高山

脈の地殻構造探査によると、基盤岩類のＰ波速度は 5.3～ 6.0km/s の範囲内

にある。地域により速度値は異なるが、平均的な速度値として、 5.5km/s

を採用した。  

 

５．深部地盤構造モデル  

 図 5.1～図 5.7 に各地層上面標高のコンターを示す。  

 基盤岩類上面は根釧原野、十勝平野、石狩低地で深くなっている。石狩

低地では、苫小牧からその東方にかけての地域で、最も深く 7,000～ 8,000m

以上と推定される。苫小牧の南方海域は南北方向に基盤岩類の高まりがあ

り、苫小牧リッジと呼ばれている。十勝平野では基盤岩類上面の深さは

4,000～ 5,000m と推定される。  

 

６．Ｐ波とＳ波速度の関係  

 図 6 に KiK-net および K-NET によるＰ波速度とＳ波速度の関係を示す。 

 KiK-net および K-NET はボーリング深度が浅く、Ｐ波速度で 4.0 ～

6.0km/s のデータが少なく、Ｐ波とＳ波速度の関係は信頼性が低い。したが

って、Ｐ波速度で 4.0 km/s までは KiK-net および K-NET からＳ波速度をも

とめ、 4.0 km/s 以上の速度層は微動アレイ探査によるＳ波速度を用いた。

各速度層のＳ波速度を表２に示す。  

 

７．今後の課題  

 初期モデルとしての深部地盤構造モデルはほぼ完成している。今後の課

題として、観測記録により検証し、モデルを修正したい。  
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図 1.1 地形図 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2 地質平面図 
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表１ 石油公団基礎試錐・基礎物理探査における層序区分 
 

 

渡島半島 胆振 天北 留萌 雨竜 石狩－日高 十勝平野 白糠丘陵 根釧原野 網走

車止内層

常呂層

美幌層

美岬層

呼人層
能取層

網走層

－

音別層群
浦幌層群

釧路層群

幾品層

越川層

忠類層

－

音別層群
浦幌層群

長節層

白糠層

厚内層

直別層
オコッペ沢

層

－

－

－

中の川層群
（常呂帯）

十勝層群

大樹層
生花苗層

大川層
当縁層

－ －

古丹別層
築別層

一の沢層
留萌層

増毛層

峠下層
ユードロ層

袋地層

材木沢層

望来層

盤の沢層
厚田層

奔須部都層

当別層

後期白亜紀

先後期白亜紀

新
第
三
紀

中
新
世

鮮新世

後期

中期

地質時代　

八雲層

訓縫層
福山層

－

前期

古第三紀

第四紀

－

渡島帯の
中古生層
花崗岩類

定山渓層

隈根尻層群

－

－

雨竜層群

－

空知層群

茂築別層
遠別層

稚内層

三毛別層
羽幌層

空知層群

南長沼層
紅葉山層
幌内層
石狩層群

函淵層群
蝦夷層群

空知層群
神居古潭帯

日高帯

瀬棚層

黒松内層

萌別層

荷菜層

平取・軽舞
層

川端・振老
層滝の上層

幌向層

蝦夷層群

更別層

勇知層
声問層

稚内層

増幌層
鬼志別層
宗谷層

－

曲淵層
羽幌層

函淵層群
蝦夷層群

空知層群

根室層群

（常呂帯） （常呂帯） （常呂帯）

根室層群 根室層群

9 
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図 2.1 文献位置（石油公団・基礎試錐） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2 文献位置（反射法地震探査） 

-250000 -200000 -150000 -100000 -50000 0 50000 100000 150000 200000 250000 300000
-350000

-300000

-250000

-200000

-150000

-100000

-50000

0

50000

100000

150000

200000

45° 

44° 

43° 

42° 

41° 

140° 141° 144°143°142° 145° 

45°

44°

43°

42°

41°

140° 141° 144°143°142° 145° 

十勝沖 

豊頃 

北見大和堆 

新冠 

軽舞 

馬追 

南幌

夕張 

空知 
石狩湾 

黒松内 

留萌 

遠別 

天北 

浜勇知 
稚内 

ﾁｶｯﾌﾟ 

-250000 -200000 -150000 -100000 -50000 0 50000 100000 150000 200000 250000 300000
-350000

-300000

-250000

-200000

-150000

-100000

-50000

0

50000

100000

150000

200000



 11

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3 文献位置（地殻構造探査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4 文献位置（KiK-net・K-NET） 
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図 2.5 文献位置（微動アレイ探査） 
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表２ 速度層の物性値 

速度層 Ｐ波速度(km/s) Ｓ波速度(km/s) 密度(g/cm3) 地層
1 1.9以下 第四系
2 2.1 0.7 2.0 鮮新統
3 2.5 1.1 2.2 上部中新統
4 3.3 1.7 2.3 中部中新統
5 4.0 2.2 2.45 下部中新統～後期白亜系
6 5.5 3.2 2.65 基盤岩類（先後期白亜系）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 観測された P 波速度と速度層区分 
（石油公団・基礎試錐による） 

 
 
 
 

図５－１　観測されたP波速度と速度層区分
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図 5.1 鮮新世上面標高のコンター 
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図 5.2 後期中新世上面標高のコンター 
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図 5.3 中期中新世上面標高のコンター 
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図 5.4 前期中新世上面標高のコンター 
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図 5.5 古第三紀上面標高のコンター 
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図 5.6 後期白亜紀上面標高のコンター 
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図 5.7 基盤岩類上面標高のコンター 
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図６ Ｐ波とＳ波速度値の関係図  
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